
測定指標と目標値

・特定成長分野への学部の再編等に向けて本事業への提案を
行った大学等の数

・デジタル等の成長分野に係る最終学歴ごとの修了者数及び就職率・採択された大学等に関する進捗管理・中間評価等の実施件数
とその結果

インパクト

KPI
④

KPI
③

KPI
①

KPI
②

インプット
（資源）

アクティビティ（活動内容） 初期アウトカム
（成果目標）

アウトプット（活動目標） 長期アウトカム
（成果目標）

・人への投資を通じた教育・人材育成における「成長と分配の好循環」の駆動力として、大学等における社会変化に即応した組織転換・
人材輩出機能を強化し、「新しい資本主義」の実現を強力に推進する

課題

現状
（現状・課題を示すデータ）
・2030年には先端IT人材が54.5万人不足
（出典） みずほ情報総研「IT人材需給に関する調査」

・各国の自然科学（理系）学部の学位取得者割合
日本：３５％ 仏：３１％ 米：３８％ 韓：４２％
独：４２％ 英：４５％

（出典） 文部科学省「諸外国の教育統計」を基に推計

・全大学学部卒業生に占める理工系の卒業生割
合の変化（2014年→2019年）
日本 －0.1％、OECD平均 ＋1.3％（仏＋
1.8％、英＋0.6％、独＋0.5％、韓＋0.3％）

（出典） OECD.stat「Graduates by field」

・デジタル等の特定成長分野（以下「成長分野」とする）をけん引する高度専門人材の不足が指摘されている

・理系分野の学生割合は35％にとどまり、近年諸外国が理工系の学生数を増やす中、日本は微減している

・理系女子学生の活躍促進に向けたジェンダーギャップの解消等の多角的な取組と合わせ、成長分野をけん引す
る人材育成の中核を担う大学・高等専門学校（以下「大学等」とする）の機能強化や組織転換を図っていく必要が
あるものの、大学等の組織転換に際しては、複数年度かつ流動的な事前の検討や学内外との調整が必要である
ことや、特に理工系学部の設置には設備整備を中心に多額の経費を要するといった課題が存在する

・成長分野をけん引する人材の輩出強化に向けて、意欲ある大学等が予見可能性を持って改革に取り組めるよう、
複数年度にわたる継続的かつ機動的な支援を行うことで、大学等における成長分野への再編等を促進する

本事業
の目的

「成長分野をけん引する大学・高専の機能強化に向けた継続的支援策の創設」ロジックモデル （R５年度要求額：100億円）

・本事業に採択され、成長分野への学部の再編等を完了した大学等
の数

中期アウトカム
（成果目標）

【事業開始後半年～２年を目安】

・本事業に採択され
た大学等が成長分野
への再編等に向けて
具体的な検討を進め
ている

【事業開始後３年～５年を目安】

・本事業に採択され
た大学等が成長分野
への再編等に必要な
設置認可・届出を行
い、これが認められる

【成長分野をけん引
する大学・高専の機
能強化に向けた継
続的支援策の創設】
R５年度予算要求額
総額：100億円
対象予定件数：
数件～数十件程度

【支援】
・大学等による成長分野
への再編等に要する初
期費用や当面の運営経
費等を複数年度にわた
り継続的に支援

【評価】
・再編等に向けた大学等
の提案の審査及び進捗
管理・中間評価等を実施

・事業の効果的な
設計・運用等によ
り、大学等におけ
る成長分野への転
換の機運を醸成

【事業開始後10年以降を目安】

・他の施策との一体
的な取組により、理
系の学位取得者数
が増加し、我が国の
国際競争力の強化
や経済成長に貢献

・産業界等において
必要となる成長分
野をけん引する高度
専門人材を確保

（関連施策）
・数理・データサイエ
ンス・AI教育の全国
展開の推進
・女子中高生の理系
進路選択支援プロ
グラム 等

KPI
①

・円滑な再編等に
向けた計画の進捗
管理及び人材輩出
機能（教育内容等）
の質保証

KPI
④

KPI
②

【事業開始後５年～10年を
目安】

・本事業に採択さ
れた大学等が成長
分野への再編等を
完了する

KPI
③
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